






要約:最近 8年間の文献のうち若年期の喫煙と健康影響に関する主なものをレビューした。

コホート研究により、喫煙者は非喫煙者に比べて呼吸機能の増加が悪いことが示された。

Triglyceride、LDL-C.VLDL-C は喫煙者で高く、HDL-C は喫煙者で低かった。また、喫煙開

始年齢が若いほど、がん、虚血性心疾患死亡のリスクが高かった。横断研究においては、

呼吸機能に対する喫煙の影響が明瞭とは言い難い。成人同様、若年喫煙者においても白血

球数が多かった。 


